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〇東京２０２０オリンピックで見事、個人種

目別床の銅メダルを獲得されました。体操

女子として５７年ぶり、個人として史上初と

なるメダルとなります。快挙を成し遂げら

れた今のお気持ちをお聞かせください。

大会が始まる前から、メダルを獲得したら

何十年ぶりというようなことは聞いていた

のですが、言ってもらうまで自分では知ら

なくて、個人総合の時も床で一番の点数を

取っていたことは自分では知らなかったで

すし、本当に何も考えないというか、自然

に臨むということができたことで結果が

付いてきたのだと思います。歴史を塗り替

えられたことはすごく貴重なことだと思い

ますので、日本女子で一人目の選手になる

ことができてよかったです。

〇重圧を力に変えられた一番の要因は、

どんなところにあると感じますか？

団体予選と団体決勝の時は、振り返ってみ

ると重圧が演技に出てしまっていたかなと

いうのがすごく思うところです。

重圧がかかっても経験や気持ちでなんと

かやっていかなければいけませんので、日

本女子としては団体で５位といいところま

でいくことができたことや、個人総合の時

も床の時も、プレッシャーを力に変えるこ

とができたことはよかったと思います。

私はやはり応援が力になるので、現地で応

援していただいて、力に変えてやっていき

たかったですが、それが叶わない中でも母

が何気ないメッセージを送ってくれるなど、

特別な形でなく何気ない形で接してくれた

のが私にとって大きかったと思います。

あとは、試合のたびに、同期や大学の仲間

が応援メッセージを送ってくれて、すごく

ありがたいことだと感じていました。

〇最後に、小平市の市民のみなさまへ

メッセージをお願いします。

本当は皆様に直接お会いして、「行ってき

ます。」と「ただいま。」のメッセージを申し

上げたかったのですが、それが叶わず残念

でした。それでも応援は力になりましたし、

皆様からの想いは届いていました。本当に

そういった力がなければここまで頑張って

来られなかったですし、皆様のご協力がな

ければこのオリンピックは開催することが

できなかったと思います。皆様には色々な

感謝の気持ちがありますので、その気持ち

を演技で銅メダルという結果でお返しする

ことができて本当によかったと思います。


